




















“ inquiry as stance”が必要であるともいわれている（Cochran-Smith & Lytle, 1999）。しかし一方で，
参加者の関心にずれが生じたり，信念対立が生じたり，授業研究が教師間の葛藤を生じさせるも
のにもなりかねない（Grossman, Wineburg & Woolworth, 2001）。いくつかの学校では，授業の中で
の子どもの学習過程に焦点を当てて検討する方法が伝統的に行われてきているが，これはこのよ
うなずれや葛藤を克服する方法にもなっているのではないかと考えられる。（長野県伊那市立伊那













上げる。全校児童 37 名，教職員 14 名の学校である。当該小学校に勤務していた松宮弘明教諭（40
歳代の男性教諭，本校は勤務 6 年目，6 年生担任，学級は男 2 名，女 4 名）が福井大学教職大学
院スクールリーダー養成コースの院生となり，著者を含む 2 名（もう 1 名は実務家教員）が担当
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者として学校での実践研究を協働で支え，展開していく働きかけを行った。具体的には，松宮教








































いたグループ 2 つは，短冊に子どもの言葉や動きが中心に書かれていた。  
 初発の段階として重要だったと思われることが 3 つ挙げられる。第 1 に，管理職が，松宮教諭
???????????????????（?????）



















（2）第 2 期（6～7 月）：他の教師に広がる学びの輪 

















 第 2 期については主にこれら 2 つの研究会に参加したが，その意味として 3 つのことが挙げら





 第 2 に，授業研究会がそれぞれが自ら学ぶ会になりつつあることである。授業者は，他者に指
摘されるのでなく自ら自分の課題に気づき，どうしたらいいか誰かに教えを請うのでなく自ら考
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 第 2 に，そこに子どもの変化が伴っていることである。教師のあり方が変われば子どもたちの
振る舞いも変わるということを目の当たりにすることもまた，同僚の教師にとってはそれぞれの
あり方を問い直すことにつながったのではないかといえる。  
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図 1 授業研究を核に学び合う教師のコミュニティが形成された過程  
 





業研究が自然な形で進められ，定着していく。第 4 期には，8 月のときよりもさらに長期的な視
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      図２ Shulman&Shulman(2004)による教師の学習における個とコミュニティの関係  
 
（4）今後の課題 
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(Shulman & Shulman, 2004)
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